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令和元年度第１回柏市空家等対策協議会議事録  

 

１  開催日時  

令和２年２月２０日（木）午前９時３０分～午前１１時３０  

分  

 

２  開催場所    

    柏市役所本庁舎３階  庁議室  

   （柏市柏五丁目１０番１号）  

 

３  出席者  

  （委員）  

小林会長，髙橋副会長，秋山委員（鬼澤副市長代理出席），植田  

 委員，岡田委員，籠委員，佐藤委員，沼部委員，根本委員，長谷  

 川委員，福元委員及び吉江委員  

  （事務局）  

都市部佐藤理事，住環境再生室田口室長，住環境再生室竹内主  

 査，住宅政策課藤田課長，住宅政策課鈴木主幹，住宅政策課工藤  

 主幹，住宅政策課鷺坂副主幹及び住宅政策課篠原主事   

 

４  傍聴  

 傍聴希望者なし  

 

５  議案  

（１）令和元年度の空家施策の取組状況報告  

（２）空家等対策計画の事業期間  

（３）空家対策を進める上で，課題となっている事項  

 

６  議事（要旨）  

【議案１】令和元年度の空家施策の取組状況報告  

 令和元年度の空家施策の取組状況について事務局から報告し，承

認を得る。主な意見等は以下のとおり。   
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（岡田委員）空家所有者から空家活用についての相談は，新耐震基

準（昭和５６年）以前の建物であるか否かで判断せず，建物の状態

で判断してほしい。  

 

（佐藤委員）空家事業について，住環境再生室と住宅政策課は用途

地域や市街化区域といった括りで分担しているのか。  

（事務局）大まかな考え方として，空家の流通といった空家を住宅

として使うものは住宅政策課，街中での活用といった住宅以外とし

て使うものは住環境再生室が業務を行っていると認識してほしい。  

 

（会長）相続財産管理人制度の手続き費用はどのくらいか。  

（事務局）裁判所への予納金として約１００万円ほど支払い，売買

完了後，売買金額から弁護士費用等の経費を差し引いた金額が返還

される。物件次第では予納金全額が返還される場合もある。  

 

（沼部委員）空家に対する行政の活動の周知をもっと行っていくべ

きである。  

（事務局）更なる周知に努める。  

 

（根本委員）町会などの地域コミュニティーで空家相談員制度を活

用していくためにも，ふるさと協議会に相談員の名簿の配布するな

ど，ＨＰ以外での広い情報提供が必要と考える。  

（佐藤委員）専門家団体ごとに流通・相続・建物修繕などの分野で

回答できるもの，回答しにくいものがあるため，市役所での事前相

談で内容を整理し，相談員を選ぶことが結果的に実のある相談にな

ると考える。  

（事務局）制度の周知に努める。  

 

（根本委員）設計中の空家活用にかかる補助制度の具体的な内容が

知りたい。  

（事務局）コミュニティーカフェや子育て支援施設等への転換を図

る際の内装改修に対するハード面の補助，空家を活用した催しに対

するソフト面の補助など，両面からの補助を検討している。来年度
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の早い段階で広報かしわや柏市ＨＰで補助制度の設計についてアナ

ウンスしていきたいと考えている。  

 

（吉江委員）空家事業において，町会への情報周知は地域支援課，

空家活用は方向性によって地域包括支援課（社会福祉協議会）など

の福祉セクターやビジネスセクターが力になれる可能性がある。設

計中の空家活用の補助制度についても，現在の社会福祉協議会の空

家活用の補助制度は，住民の居場所づくりに対してのものであるた

め，制度の住み分け等での協議をしていくべきと考える。  

 

（岡田委員）和室を備えた空家は高齢者の憩いの場になれる可能性

がある。耐震改修で活用できる状態になるのなら，介護事業等で高

齢者の憩いの場にするなどが考えられる。また，地域からの空家活

用の要望を繋げる役割を市が持つことも重要と考える。  

 

（佐藤委員）古民家の再生に係っている専門家でも，ビジネスセク

ターの要望は掴みきれておらず，マッチングができない状況である。

マッチングができるようになれば，空家が管理不全となる前の段階

で対応も可能になっていくと考える。  

（吉江委員）空家活用は介護事業に留まる必要はなく，学生や起業

して金銭的に厳しい若者に対しての活用も考えられる。協働推進課

が始めた「ＫＩＫＡＩ」という事業と結び付け，シェアハウス等と

しての活用も可能かもしれない。空家が分布する地域ごとの活用を

検討が重要と考える。  

 

（会長）空家の活用について，筋交い１本通せば耐震性は十分とい

う学者もいる。自己責任の時代となった今，厳密な判断をするので

はなく，現状よりも耐震性を高めればよいという基準とする案も有

力である。  

（事務局）ご意見を踏まえ，制度を検討する。  
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【議案２】空家等対策計画の事業期間  

 空家等対策計画の事業期間に関することについて事務局より説明

し，承認を得た。委員からの意見等はなし。  

 

 

【議案３】空家対策を進める上で，課題となっている事項について  

 空家対策を進める上で，課題となっている事項について説明し，

承認を得た。委員からの意見等は以下のとおり。  

 

（根本委員）長屋とマンションは同一認識でよいのか。  

（事務局）マンションについては，マンションの管理の適正化の推

進に関する法律の改正により，対応可能となる可能性があることか

ら，今回は対象外としている。  

 

（会長）長屋で敷地を分割し建物は区分所有の場合，屋根は管理組

合の所有となる。実務を進める段階ではそのようなケースについて

注意が必要と考える。  

 

（長谷川委員）長屋で自然的に管理組合が成立していることはある

のか。  

（会長）古い建物では管理組合が無いことは多い。ただし，共有物

である限り共有者の団体は自然的に成立していると考えられている。 

 

（会長）現行の緊急安全措置はどの法令を根拠として行っているの

か。  

（事務局）柏市空家等適正管理条例を根拠として行っている。  

 

（岡田委員）緊急安全措置の対象は，台風等の災害によるものに限

られるのか。  

（事務局）災害に限らず，周辺への悪影響の度合いなどで判断して

いる。  

 

（会長）条例改正のスケジュールはどのようになっているか。  
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（事務局）本協議会でのご意見を反映したものについて，パブリッ

クコメント等を行い，令和２年６月又は９月の市議会に議案として

提出予定。  

 

（長谷川委員）緊急安全措置を行う際に部会等の開催はあるのか。  

（事務局）緊急を要するものが多いため，現状は開催する予定はな

い。ただし，措置の実施に疑義が生じるものに対し，部会等を開催

する可能性はある。  

 

（福元委員）そういった状況で空家等対策協議会が年１回で足りる

のか。また，改善していくためには，市が各部局と連携し，地域に

対してイニシアティブをとっていくことが大切と考えている。空家

について，所有者だけでは対応が困難となっている現状に鑑み，親

族に対する働きかけなど，包括的な考え方をしてほしい。  

（会長）特定空家の指導等については，年に数回，部会を行ってい

る。しかし，空家になる前の施策等についての議論の場は年に１回

の空家等対策協議会だけであるため，場合によっては年２回行うこ

とも検討してほしい。  

（事務局）承知した。  

 

 

 


